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鹿児島県

（※については例規集登載事項）

ページ

規 則

○単純な労務に雇用される職員の給与に関する規則の一部を改正する規則（※）

（人事課取扱い）１

単純な労務に雇用される職員の給与に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。

令和４年10月14日

鹿児島県知事 塩田康一

鹿児島県規則第42号

単純な労務に雇用される職員の給与に関する規則の一部を改正する規則

単純な労務に雇用される職員の給与に関する規則（昭和32年鹿児島県規則第77号）の一部を

次のように改正する。

第２条第３項及び第５項中「その者」を「当該職員」に改め，同条第６項中「昭和26年鹿児

島県条例第13号」の次に「。附則第５項において「給与条例」という。」を加える。

第３条を次のように改める。

第３条 地方公務員法第22条の４第１項又は第22条の５第１項若しくは第２項の規定により採

用された職員（以下「定年前再任用短時間勤務職員」という。）の給料月額は，別表第１の定

年前再任用短時間勤務職員の欄に掲げる基準給料月額のうち，当該定年前再任用短時間勤務

職員の属する職務の級に応じた額に，鹿児島県職員の勤務時間，休暇等に関する条例（平成

７年鹿児島県条例第４号。以下「勤務時間条例」という。）第２条第３項の規定により定めら

れた当該定年前再任用短時間勤務職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して

得た数を乗じて得た額とする。

附則に次の１項を加える。

５ 給与条例附則第13項，第15項，第17項又は第18項の規定の適用を受ける職員に対しては，

単純な労務に雇用される職員の給与に関する規則の一部を改正する規則（平成18年鹿児島県

規則第62号）附則第３項の規定は適用しない。

別表第１再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に

改め，同表再任用職員の項を次のように改める。
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定年 基 準 基 準 基 準 基 準 基 準

前再 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

任用 円 円 円 円 円

短時

間勤 193,600 204,700 223,200 244,000 274,700

務職

員

附 則

１ この規則は，令和５年４月１日から施行する。

２ 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例（令和４

年鹿児島県条例第27号。以下「整備条例」という。）附則第24条第１項又は第２項の規定によ

り採用された職員の給料月額は，当該職員が改正後の単純な労務に雇用される職員の給与に

関する規則（以下「改正後の規則」という。）第３条に規定する定年前再任用短時間勤務職員

（以下「定年前再任用短時間勤務職員」という。）であるものとした場合に適用される改正後

の規則第２条第１項に規定する給料表の定年前再任用短時間勤務職員の欄に掲げる基準給料

月額のうち，当該定年前再任用短時間勤務職員の属する職務の級に応じた額とする。

３ 地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第110号）第10条第１項に規定する育

児短時間勤務をしている整備条例附則第24条第１項又は第２項の規定により採用された職員

に対する前項の規定の適用については，同項中「とする」とあるのは，「に，鹿児島県職員

の勤務時間，休暇等に関する条例（平成７年鹿児島県条例第４号）第２条第２項の規定によ

り定められた当該職員の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて

得た額とする」とする。

４ 整備条例附則第25条第１項又は第２項の規定により採用された職員（以下「暫定再任用短

時間勤務職員」という。）の給料月額は，当該暫定再任用短時間勤務職員が定年前再任用短時

間勤務職員であるものとした場合に適用される改正後の規則第２条第１項に規定する給料表

の定年前再任用短時間勤務職員の欄に掲げる基準給料月額のうち，当該暫定再任用短時間勤

務職員の属する職務の級に応じた額に，鹿児島県職員の勤務時間，休暇等に関する条例第２

条第３項の規定により定められた当該暫定再任用短時間勤務職員の勤務時間を同条第１項に

規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする。
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